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をよくみかける．ベンチの長さが長い温室では，労力
の低減にかなり役立つと思う．
この場合， ベンチの施工には多少気を配る必要が
ある．ベンチの通りを十分にだし，各ペンチの高さを
一定としなければならない．また，長年ペンチを使用
しているfliにペンチ脚部の不等沈下がないように，ペ
ンチの基礎は余裕をみた設計 ・施工をしておくぺきで
ある．
台車自体も車翰幅の変化に対応できる構造が必要と
なる．図17.27に1例を示す．
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図 17.27 ペンチ問可動台Ii
17.4.3 可動ベンチ
鉢物のペンチ栽培において，温室面耕に対するペン
チの面散の比率は，例えば 9.l m間口，奥行 36.4Il 
の温室に l.Sm幅のベンチを配四した場合で62%に
しかならない残りの 38% が通路である．
図 17.29 可9)Jベンチの可動部分
可動ベンチは構造としては，固定ベンチの脚部と棚
部とを切り離し，この間に鉄バイプを入れてパイプと
垂直方向に移動可能としたものと考えてよい．
図 17.30 可動ペンチの機構
可勁ベンチの配爵は，従来の固定ベンチと同じく温
室のけた方向に並ぺ，通路は 1本だけ設けるものと，
けたに固定した通路を設け，ペンチは要而と平行に並
ぺるものとがある．
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ペンチ栽培の鉢物においては，植物の背が裔くなっ
て他の鉢を影にすることは少ないし，温室全面に鉢が
並んでいるため通風が悪くなることもない．通路は栽
培面耕から考えれば全くの無駄なスペースといえる．
この通路を最小限にして，栽培面散を少しでも広く
できないかという発想から，ベンチを移動させて必要
な通路を確保する可動ベンチが生まれた．
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固定ペンチ ペンチ面積比率 62%
図 17.28 固定ペンチの配四例
前者のベンチ面梢比率は 78% となる．
後者の場合，ベンチの数が多くなり，通路を 1本だ
けとしたのでは，多くのベンチを移動させね
ばならない各ベンチを，例えば300mmの
間隔を開けて配屈したとする．ある列へ入ろ
うとするとき，その左右のペンチを 300mm 
ずつ移動することで900mmの通路を確保で
きる．
作業性とペンチ面栢拡大の折衷案といえよ
ぅ．
この場合のペンチ面梢比率は 69% である
が，閥口のより大きな温室では， ベンチの長さを長く
してベンチ面和の比率を増大できる．
今後，可動ベンチは急速に削加するものと考えられ
る．
17.5 西ヨー ロ ッパにおける設備例
本節では，オランダ，イギリス，西ドイツなど西ヨ
ーロッパの温室栽培で利用されている諸設備のいくつ
かを紹介するもとより，この紹介は網羅的なもので
はなく，断片的なものである．これらのいくつかは，
すでに日本でも利用されている．
← 17.5.1 収 獲物運搬設備
a.移動台車
オラ ンダにおける鉢物の運搬は，温室内での集荷か
ら市場へのトラックによる出荷まで能率的に行なわれ
ている例が多い図 17.31は，温室内でポットを集め
るために使われる多段式の運搬台車が，そのまま出荷
図 17.31 出荷用トラックに収納された鉢物運
搬用移動台車（オランダ）
用トラ ックに収納され，固定されている例である．市
場では，再びこの台車のままトラックから降されて競
りにかけられる．
b.収獲物運搬用 水路
図17.32は， トマト温室内中央通路上に設四された
幅約 60cm, 深さ約 10cmの運搬用循探水路である．
収穫されたト マトは，この水路に入れられると，ポン
図 17.32 トマト運搬用循閃水路（オランダ）
プで循囮されている水とともに，隣りの棟にある自動
選果機までゆっくりと流れていく ．運搬労働が軽減で
きる他， トマト果実の温度を低く保つことができ，さ
らに，トマトが僻みにくいので，鮮度保持に適してい
17. 5 西ヨー ロッパにおける設備例 (225) 
るといわれる．
C. ゴミ収納移動台車
オランダの花井温室では，病也の伝播を未然に防ぐ
ために，摘葉した葉，枯葉，病虫；I'}に役された苗など
を入れるための移動台車をしばしばみかける（図 17.
33). 
図 17.33 ゴミ収納移動台車（オラング）
17.5.2 栽培設備
a.人間移 動台車
1) 床面散に対する通路面稲を小さくする一つの方
法は，図 17.26~ 17. 30に示した可動ペンチの採用で
ある．図17.34は，通路の全くないポットマム栽培温
図 17.34 通路のないポットマム栽培温窓で利用
されている人間移動台車（オランダ）
室で，栽培管理をするための人間移動台車である．台
車はレール上を走り，人力でハンドルを回転させるこ
とによって，前後左右に動かすことができる．オ ラン
ダとイギリスの研究所で開発されている．
2) イギリスなどでは， トマトを草丈 3111にも仕
立てることがある．図17.35は栽培管理用の移動台車
で，台車はベッドわきの温楊暖房用配管をレールとし
て移動する．動力としてはバッテリが使われる．この
台車に乗れば， 草丈 31のトマトの頂部に十分手が
届く ．
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図 17.35 栽培符理用移動台車
（ガンジー 島）
図 17.37 ソイルプロック（ベルギー ）
b.誘引の省力化
西ヨーロッパではトマトを長段取りすることが多
く，図 17.35のように麻く仕立てるか，あるいは生長
に従って誘引ヒモを下げて作物体の下部を衷かせるよ
うにする．図 17.36は，誘引ヒモの引下げと，うね方
向への移動を半自動化するためのものである．写真中
のドラムに張られたヒモを緩めると，うね全体の誘引
ヒモが一度にうね方向に移動する．
図 17.36 トマト銹引作業の省力化のための
装磁（イギリス）
c.移植機など
北ヨーロッパでは，温室作物の栽培ICビートなどを
混ぜた人工培土をしばしば用いる．栽培に適する天然
培土が得られにくいことがその一つの理由である．水
耕栽培が比較的多いのも上の理由による．
図17.37はソイルプロックと呼ばれるもので，人工
培土を約 4cm立方のプロックに固めたものである．
写真では， 50プロック位ずつまとめておいてある
．
各プロックの中央のくぼみには稲し，その後，適当な
時期に定植する．図17.38はソイルプロックを作る機
械で，中央の女性ができ上がったソイルプロ ックには
種し， 左端の男が大型フ ォークで 50~60のソ イルプ
ロッ クを持ち上げ，床に並べようとしているところで
ある．
図 17.38 ソイルプロック機械とソイルプロッ
クヘのは稲（イギリス）
図17.39は，鉢へ培土を詰める機械である．鉢は左
側上部の筒から自動的に供給され，左側の部分で培土
を詰め，中央に定植用の穴があけられる．培土の入っ
た鉢は右側のペンチ上に自動的に並ぺられてコンペア
上に次々と送られる．
図 17.39 ポッティングマシー ン（オラング）
d.ビー トバ ッグ
ビ トー を主体とする培土が，図 17.,10のように，プ
ラスチックの袋に入れられてビートバッグとして市販
されている．生産者は，購入したビートバッグを床面
に並べ，これにナイフで穴をあけて苗を定植する．か
ん水はトリックルかん水で行なわれ，ー作が終わると
使用済みのヒ゜ ートバックを業者に下取りにだして新し
いピートバッグを購入する．
図 17.40 ビー トバッグ
17.5.3 水耕設備
北西ヨーロッパでは，水耕栽培が日本よりもはるか
に普及している．
図17.41は，ロックウールを培土とするトリックル
図 17.41 ロックウー ルを培土とするトリックル
かん水（オ ランダ）
かん水による トマト栽培である．これはスウェーデン
を中心に普及している．
図 17.42は， Nutrient Film Technique（略して
N. F. T.）と呼ばれる水耕栽培装置で， イギリスを中
心に普及している．水耕ペッドは，ボリエチレンの厚
手のシートを折り曲げて水路としたもので，施設費が
安い．簑液は連続循環式で，養液タンクは極めて小さ
17. 5 西ヨーロッパにおける設備例 (227) 
図 17.42 N. F.T.水耕装訟（イギリス）
ぃ．従液の PH,肥料浪度は図 17.43に示すような装
骰で自動制御される．図17.44に N.F. T.によるト
マト栽培の全最を示す． N. F. T.による栽培に関す
る研究は数多くあり，国捺シンポジジウムが開かれた
り，典家向けの指郡害が出版されたりしている．
図 17.43 N.F.T.水耕装位の PH,肥料濃度
閲整装四（イ ギリス）
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図 17.44 N.F.T．による トマトの
水耕栽培 （イ ギリス）
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